
令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 国語 科目 現代の国語 単位数 2 学年 1 指導クラス 1～8組

教科書（出版社） 現代の国語 改訂版（大修館書店）

副教材 頻出入試漢字コア2800改訂版（桐原書店） トータルサポート新国語便覧（大修館書店）

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 1 言葉を学ぶ1

5 【言語】      

「言葉のなかに生まれる」⾧田 弘 ・言葉の役割や働きについて考える。 ○ ○ ○

5 2 主張をとらえる1 ・叙述を的確にとらえる。

【文化・芸術】

「水の東西」山崎正和 ○ ○ ○

・対比関係をとらえて読む。

◎１学期中間考査

5 3 言葉を学ぶ2

6 【言語】

「ことばと思考」今井むつみ ・言葉の役割や働きについて考える。 ○ ○ ○

6 4 主張をとらえる2 ・叙述を的確にとらえる。

7 【メディア・情報】

 「『動』への変化」落合陽一 ○ ○ ○

・対比関係をとらえて読む。

◎１学期期末考査

2 9 5 論理をとらえる ・主張と根拠、理由づけの関係をとらえる。

【生命・環境・科学】

「動的平衡としての生物多様性」福岡伸一 ○ ○ ○

9 6 資料を解釈する ・資料から情報を正確に読み取る。

10 【社会】

「『安くておいしい国』の限界」小熊英二 ○ ○ ○

◎２学期中間考査

10 7 文章を比較する

11 【文化・芸術】

12 「『美しさの発見』について」高階秀爾 ほか ○ ○ ○

【自己・他者】

「空気を読む」香山リカ ほか ○ ○ ○

◎２学期期末考査

3 1 8 情報を吟味する

2 【社会】

「贅沢を取り戻す」國分功一郎 ○ ○ ○

2 【言語】

3 「言葉のついての新しい認識」池上嘉彦 ○ ○ ○

◎学年末考査

評価の方法

・定期考査 ・課題 ・課題テスト ・小テスト ・提出物、レポート、発表など ・授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。

・資料と文章の関係に注意し、文章の意図を読み

取る。

・人は言葉で社会をつくり、言葉によって生きて

いるということについて考える。

・具体と抽象を理解し、文章の要点を的確にまと

める。

・人は言葉で社会をつくり、言葉によって生きて

いるということについて考える。

・具体と抽象を理解し、文章の要点を的確にまと

める。

・演繹、帰納に着目して、文章の論理をとらえ

る。

・複数の文章を比較し、共通点や相違点をとらえ

る。

・文章中の根拠や引用に注目し、その妥当性や信

頼性を吟味する。

・個別の情報と一般化された情報との関係につい

て理解している

・内容や書き手の主張を理解し、それを基に自分

の考えを深める。

・内容や書き手の主張を理解し、それを基に自分

の考えをまとめる。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 国語 科目 言語文化 単位数 2 学年 1 指導クラス １～８組

教科書（出版社） 言語文化 改訂版（大修館書店）

副教材 体系古典文法（数研出版）、重要古文単語315（桐原書店）、トータルサポート新国語便覧（大修館書店）

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 古文入門

歴史的仮名遣い ・古文の文体や仮名遣いに慣れる。 ○ ○

用言（動詞・形容詞・形容動詞） ・古文の読解に必要な知識を習得する。 ○ ○

係り結びの法則 ○ ○

5 古文編１ 古文に親しむ

宇治拾遺物語「児のそら寝」 ・物語の展開をとらえる。 ○ ○ ○

・話のおもしろさを味わう。

◎１学期中間考査

6 現代文編２ 言葉の紡ぐ世界

「羅生門」芥川龍之介 ・場面ごとの人物の心情の変化を読み取る。 ○ ○ ○

◎１学期期末考査

2 9 古文編１ 古文に親しむ

宇治拾遺物語「絵仏師良秀」 ・良秀の人物像を理解する。 ○ ○ ○

・この話の結末について考えを深める。

10 漢文編１ 漢文に親しむ

私たちと漢文

１訓読 ２返り点 ３再読文字 ４助字 ５訓読に親しむ ○ ○

漢文編５ 人生の指針

論語「自ら学ぶ 七章」「人と共に生きる 八章」 ○ ○ ○

◎２学期中間考査

11 古文編６ 旅と人生

土佐日記「門出」 ・旅に出るまでのならわしについて知る。 ○ ○ ○

12 古文編５ 語り継がれる歴史

平家物語 ○ ○

古文編４ 想いを表す言葉〈一〉

万葉集・古今和歌集・新古今和歌集 ・和歌を声に出して読み、その韻律に親しむ。 ○ ○ ○

・和歌の表現の特徴について理解を深める。

◎２学期期末考査

3 1 古文編２ 日常へのまなざし

枕草子「雪のいと高うふりたるを」 ・登場人物の関係性をとらえる。 ○ ○ ○

漢文編４ 想いを表す言葉〈二〉 ・作者の人物像をとらえる。

「香炉峰下、新卜山居、草堂初成、偶題東壁」白居易 ・白居易の詩と、その日本への影響を知る。 ○ ○ ○

2 古文編３ 人との交わり

伊勢物語「芥川」 ○ ○ ○

・歌に込められた登場人物の思いをとらえる。

◎学年末考査

評価の方法 ・定期考査  ・課題テスト  ・小テスト  ・提出物   授業への取り組み状況 等

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。

・物語の内容を読み取り、登場人物の関係を理解

する。

・漢文訓読のきまりを理解し、その口調やリズム

に親しむ

・孔子の思想について理解を深め、自らのものの

見方や考え方を深める。

・現代にも生きている『論語』の言葉について

理解する。

・日記の形態や書き手の設定に着目し、その効果

について考える。

・文体や表現によって、読者が受ける印象の違い

をとらえる。

・歴史的な記録と、語り伝えられる物語との違い

をとらえる。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 国語 科目 論理国語 単位数 2 学年 2 指導クラス １～８組

教科書（出版社） 探求 論理国語（桐原書店）

副教材 頻出入試漢字コア2800改訂版（桐原書店） 読解を深める現代文単語 評論・小説 (桐原書店) トータルサポート新国語便覧（大修館書店）

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 １ 評論Ⅰ つながりの中で ・具体例が示しているものを読み取り、そこ ○ ○ ○

【生物・他者】  から筆者が何を主張しているか理解する。

「チンパンジーは『おせっかい』をしない」 ・共感の種類と段階を把握し、それらと言語の

⾧谷川 眞理子  関係を抑える。

5 2 【生物・所有】 ・論理展開をたどる姿勢と力を養う。 ○ ○ ○

「いのちは誰のものか？」 鷲田 清一 ・「いのちは誰のものか」という問いに、

  自身の意見をまとめ他者に伝える。

〇 評論解析

・その他教科書 「評論解析」の本文読解

◎１学期中間考査

６ ３ 評論Ⅱ 言葉の可能性 ・二項対立による比較対象に着目し、 ○ ○ ○

【生物・言語】  評論の読み方を習得する

7 「動物の信号と人間の言語」  大庭 健

・「動物」の信号と比較して「人間の言語」の

４ 評論Ⅲ 環境に寄り添う営み   特徴を理解する。 ○ ○ ○

【文化・国際】

「イスラム感覚」 藤原 新也 ・世界の言語や文字に対して関心を持ち、そこ

 から日本文化との共通点・相違点を見出す。

〇 評論解析

・その他教科書 「評論解析」の本文読解

◎１学期期末考査

2 9 5 評論Ⅲ 環境に寄り添う営み ・二項対立の比較対象を明確に把握して筆者の ○ ○ ○

【自然／共生】  主張を読み取る。

「木を伐る人／植える人」 赤坂 憲雄 ・環境破壊に対する一般論と、筆者の認識の

 違いを理解する。

10 ６ 評論Ⅳ テクノロジーの開く世界

【芸術・科学】 ・本文中の対比関係に注目して、論理構造や ○ ○ ○

「芸術も科学も『別世界』を見せる」 岡田 暁生  筆者の主要な見解をつかむ。

・「芸術」と「科学」の持つ魔術性について

 理解を深める。

〇 評論解析

・その他教科書 「評論解析」の本文読解

◎２学期中間考査

11 7 評論Ⅳ テクノロジーの開く世界 ・提示された主張の論拠を検討し、それぞれの ○ ○ ○

【AI・人間】  妥当性を吟味して理解する。

12 「ロボットは心を持つか」 黒崎 政男 ・二つの文章を比較したうえで、自分でも関係

 資料から情報を収集し、考えを深める。

8 境界をこえて 自他・文学・人間 ○ ○ ○

【「わたし」と境界】  ・文や文章の組み立て方や接続の仕方を理解し

「器としての『わたしたち』」  要旨を正確に把握する。

・他者との結びつきについて考えを深める

〇 評論解析

・その他教科書 「評論解析」の本文読解

◎２学期期末考査

3 1 9 評論Ⅴ 共同体から市民社会へ ・⾧文の評論を読み、二項対立を基本とした ○ ○ ○

2 【社会・近代】  論理構成を理解する。

「『である』ことと『する』こと」 丸山 真男 ・「民主主義」「自由」「近代化」などの

  普遍的なテーマへの理解を深める。

〇 評論解析

・その他教科書 「評論解析」の本文読解

◎学年末考査

評価の方法 ・定期考査 ・課題 ・課題テスト ・小テスト ・提出物、レポート、発表など ・授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 国語 科目 古典探究 単位数 3 学年 2 指導クラス 文系必修

教科書（出版社） 探求 古典探究 古文編、探求 古典探究 漢文編（桐原書店）

副教材 体系古典文法（数研出版）、重要 古文単語315（桐原書店）

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 随筆Ⅰ ○ ○ ○

方丈記「行く川の流れ」

4 古典文法  ・助動詞の意味を識別する力を養う。 ○

推量の助動詞「む」「べし」「じ」「まじ」

5 随筆Ⅰ ・推量の助動詞の用法について理解を深める。 ○ ○ ○

徒然草「家居のつきづきしく」など

◎１学期中間考査

5 故事・寓話 ○ ○

「画竜点睛」など

6 物語と日記 ・和歌の修辞について理解を深める。 ○ ○ ○

伊勢物語「初冠」 ・登場人物の行動と心情を理解する。

・古文常識について理解を深める。

6 古典文法 ・敬語表現の種類と敬意の方向について理解する。○

 敬語の種類・用例

6 随筆Ⅱ ・敬語表現を本文に即して理解する。 ○ ○ ○

枕草子「中納言参りたまひて」 ・本文の記述から登場人物の人物像をとらえる。

◎１学期期末考査

2 9 古典文法 ○

 敬語の種類・用例 / 特別な敬語表現

10 物語と日記 ・敬語表現を本文に即して理解する。 ○ ○ ○

竹取物語「天の羽衣」

・作品の文学史上の位置について理解する。

◎２学期中間考査

10 詩 ○ ○

絶句「秋引風」「雑詩」「望廬山瀑布」など

律詩「臨洞庭」「登高」など

11 物語 ○ ○ ○

源氏物語「光源氏の誕生」

・敬語表現を本文に即して理解する。

12 思想「性善」「性悪」など ・諸子百家の思想について理解する。 ○ ○ ○

◎２学期期末考査

3 1 史伝Ⅰ ・登場人物の人物や関係性を本文からとらえる。 ○ ○ ○

三国志「赤壁の戦い」など ・出来事の歴史的意義を理解する。

2 歴史と軍記  ○ ○ ○

大鏡「道⾧と伊周の競射」

・敬語表現を本文に即して理解する。

◎学年末考査

評価の方法 ・定期考査  ・課題テスト  ・小テスト  ・提出物  ・授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。

・漢構成・押韻など近体詩の決まりを理解し、表

現の美しさを味わう。

・作品の文学史上の位置を、既習の作品と比較し

て理解する。

・登場人物ごとの思惑や心情、行動を整理して、

本文の理解を深める。

・主張がどのような論旨で展開されているかを理

解、比較し、自分の考えを述べる。

・登場人物相互の関係を整理し、本文の理解を深

める。

・登場人物の言動をたどり、それぞれの心情や

 態度の特徴を読み取る。

・作品から読み取れる作者のものの見方・感じ方

について理解を深める。

・対句的表現や比喩的表現の効果を理解する。

・作者が大切にすべきと考える視点とはどのよう

なものか理解する。

・漢文の基本構造に習熟し、正確な現代語訳がで

きるようにする。

・既習事項の復習に加え、特別な敬語表現につい

て理解を深める。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 国語 科目 論理国語 単位数 2 学年 3 指導クラス １～８組

教科書（出版社） 探求 論理国語(桐原書店）

副教材 入試漢字コア2800改訂版（桐原書店）

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 評論１ 人間の想像力「オブジェとイマージュ」 ・ 人間の想像力について書かれた評論文

を学び、芸術や認識についての理解 ○ ○ ○

を深める。

評論解析  対比構造＋効果的な表現 ・ 政治とメディアの関わりを論じた評論文 ○ ○ ○

を読み、対比構造に着目し、効果的な表現

について理解をする。

◎１学期中間考査

評論２ 現代社会のひずみ「ポストモダンと排除社会」 ・ 現代社会について書かれた評論文を学び、 ○ ○ ○

現代社会のひずみについて理解を深める。

評論解析 ・ メディアについて書かれた評論文を読み、

指示表現や対比構造に着目し主要な見解

について読み取る。

◎１学期期末考査

2 評論３ 芸術と向き合う 「言葉の〈意味〉と〈表徴〉」・ 文化論や芸術論、身体論など多様な評論文 ○ ○ ○

を学び多角的な視点を身に着ける。

評論解析 ・ 接続表現や具体例に着目して見解を

読み取る。

◎２学期中間考査

・ 政治や社会の在り方について書かれた ○ ○ ○

評論文を学び、創造の意味を問い、

現代社会の問題点を指摘する力を身に

つける。

評論解析 ・ 具体例やキーフレーズに着目して論旨

を読み取る。

◎２学期期末考査

3 ・ 日本の近代化について書かれた評論文 ○ ○ ○

を読み、自己の将来について考える資質

を育成する。

◎学年末考査

評価の方法 ・定期考査 ・課題プリント

・小テスト

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。

評論５ 近代を見つめる「日本文化私観」

主要な見解＋指示表現

接続表現＋見解の根拠

評論４ 未来を描く「真理の探求と民主主義」

具体例の働き＋キーフレーズ



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 国語 科目 総合古典（必修） 単位数 2 学年 3 指導クラス 文系必修

教科書（出版社） 探求 古典探究（桐原書店）

副教材 体系古典文法（数研出版）、古文単語３１５（桐原書店）

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 日記 ・２年生までに学習した文法事項を復習する。 ○ ○ ○

蜻蛉日記「嘆きつつ一人寝る夜」 ・和歌の修辞を確認する。

・和歌に着目しながら作者の心情の流れを

丹念に追えるように取り組む。

史伝Ⅱ ・漢文の基本的な句法を復習する。 ○ ○ ○

「四面楚歌」など ・漢文を読んで、場の情景や登場人物の心情を

的確に捉える。

◎１学期中間考査

物語 ・本格的な古文の読解に取り組む。 ○ ○ ○

源氏物語「若紫との出会い」 ・当時の上流貴族の生活や物の怪についての

「藤壺の里下がり」 理解を深める。

日記・随筆など ・登場人物の心情を理解し、単語や文法の ○ ○ ○

復習をする。

◎１学期期末考査

2 評論Ⅰ ・日本を代表する和歌集の序文を読み、成立の ○ ○ ○

古今和歌集仮名序「やまと歌は」 意図を理解する。

日記・随筆など ・作者の視点を通して描かれた人物像や作者の ○ ○ ○

心情を捉え、考え方を深める。

文章 ・訓読の決まりや漢文特有の句形、語句の意味 ○ ○ ○

「漁父辞」など を理解する。

◎２学期中間考査

源氏物語 ・緊張感ある場面と源氏の目を通して描かれて ○ ○ ○

「葵上と物の怪」 いる葵上の状況について理解する。

日記・随筆など ・作者の視点を通して描かれた人物像や作者の

心情を捉え、考え方を深める。

◎２学期期末考査

3 評論 ・本居宣⾧の文章を読み、学問に対する考え方 ○ ○ ○

玉勝間「師の説になづまざること」 を学ぶ。

評論・近世の文章など ・日本独自の思想や理念を読み取り、学問の本質 ○ ○ ○

は何か考える。

◎学年末考査

評価の方法 ・定期考査 ・課題 ・課題テスト ・小テスト ・提出物、レポート、発表など ・授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 国語 科目 文学国語 単位数 3 学年 3 指導クラス 文系必修

教科書（出版社） 探求 文学国語（桐原書店）

副教材 新国語便覧(大修館書店)

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 詩

永訣の朝 宮沢賢治 ・ 近代の詩を学び、作者について国語便覧を ○ ○ ○

調べるとともに作品が作られた背景を知る。

・ 詩の表現について学び、独特の表現を味わう

とともに作品理解に努める。

現代の小説 ・ 現代の小説を読み、登場人物の心理描写などを ○ ○ ○

中心に作品に描かれた世界観を理解する。

・ 現代社会の問題点を浮き彫りにしている表現を

探し、自己を客観的に見つめる手がかりとする。

◎１学期中間考査

小説  こころ  夏目漱石 ・ 有名な文学作品に触れ、書簡体で書かれた文章か ○ ○ ○

ら登場人物の人物像とあわせて主人公の心理を読

み取る。

・ 文豪と言われる夏目漱石について知り、文学史上 ○ ○ ○

の役割や影響について理解を深める。

◎１学期期末考査

2 小説  舞姫  森鷗外 ・ 文語体で書かれた小説を読み味わう。 ○ ○ ○

・ 作品の書かれた時代背景を知り、明治のエリート

とは何かを知る。

・ 主人公の心の葛藤を読み取る。

◎２学期中間考査

近現代の小説   ・ 国際的に評価の高い作家の作品を読み、近現代の ○ ○ ○

日本文学について理解を深める。

・ 翻訳文学との違いを知り、現代の日本語で書かれ ○ ○ ○

た小説の特徴を学ぶとともに、鑑賞する姿勢を養

う。

◎２学期期末考査

3 小説   檸檬 梶井基次郎 ・ 主人公がおかれている状況を読み取り、心理の ○ ○ ○

変化に着目しながら、名作と呼ばれる作品世界を

味わう。

◎学年末考査

評価の方法 ・定期考査 ・課題テスト ・課題やレポート ・小テスト

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 国語 科目 総合古典（選択） 単位数 3 学年 3 指導クラス 文系選択者

教科書（出版社） 探求 古典探究（桐原書店）、探究 古典探究 漢文編（桐原書店）

副教材 体系古典文法（数研出版）、古文単語３１５（桐原書店）

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 随筆 ・２年生までに学習した文法事項を復習する。 ○ ○ ○

枕草子「すさまじきもの」

5

     

日記 ・敬語を復習する。 ○ ○ ○

和泉式部日記「夢よりもはかなき世の中を」 ・女流日記特有の表現技法を読み取る。

〇問題演習 ・入試に向けて読解力を試す問題を解く。 ○ ○

◎１学期中間考査

5 歴史と伝統 ・敬語表現に習熟する。 ○ ○ ○

大鏡「花山院の出家」など

6

故事・寓話 ・漢文の読み方の基本を復習する。 ○ ○ ○
「病入膏肓」 ・「梁上君子」と合わせ読み、「性」の思想を
「梁上君子」 理解する。

7 「先従隗始」など

     

〇問題演習 ・入試に向けて読解力を試す問題を解く。 ○ ○

◎１学期期末考査

2 9 物語 ・敬語や文法事項を理解し、当時の言葉や ○ ○ ○

源氏物語「柏木と女三宮」など ものの見方・考え方を理解する    

・登場人物の心情を理解する。

10 文法演習 ・文法演習を行い、初見問題に対応できる ○ ○

助詞・副詞・敬語など 力を身に着ける。

〇問題演習 ・入試に向けて読解力を試す問題を解く。 ○ ○

◎２学期中間考査

10 評論Ⅱ ・本居宣⾧が読み解いた源氏物語の本質を ○ ○ ○

源氏物語玉の小櫛「もののあはれ」 読み取ることで、古典を理解し、思想を深める。      

11      

沙石集 ・易しい文章で基本の確認をする。 ○ ○ ○

12 「勘解由小路の地蔵」  

〇問題演習 ・入試に向けて読解力を試す問題を解く。 ○ ○

◎２学期期末考査

3 1 政治と人間 ・儒家の思想についての理解を深める。 ○ ○ ○

「不能与君陥難」（説苑）      

「道不拾遺」（十八史略）など

評論・近世の文章など ○ ○ ○

〇問題演習 ・入試に向けて読解力を試す問題を解く。 ○ ○

◎学年末考査

評価の方法 考査、課題、学習の取り組みについての振り返り

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。

・「をかし」の表現を理解し、清少納言が挙げた

「すさまじ」の感覚を理解する。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 国語 科目 国語表現 単位数 3 学年 3 指導クラス 文系選択者

教科書（出版社） 国語表現（大修館書店）

副教材 トータルサポート新国語便覧（大修館書店）

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 1 言葉と出会う言葉と出会う ・自己紹介を兼ねたショースピーチを行う ○ ○ ○

5 言葉と表記 ・表記の決まりを意識し、漢字や慣用表現を正しく書く。     

整った文を書く ・ 係り受けや文末表現、敬語と使い分けを理解する。

相手に応じた言葉遣い ・話し言葉と書き言葉の違いや、使い分けを理解する。

5 わかりやすい文を書く

文のつなぎ方

・接続表現の種類と働きを理解する。

2 小論文入門小論文入門 ○ ○ ○

小論文とは何か ・小論文の基本的な書き方を理解する。

・意見を筋道を立てて書く。

・原稿用紙の使い方や推敲の観点を理解する。

5 3 実践小論文実践小論文 ○ ○ ○

6 反論を想定して書く

文章を読み取って書く  

 課題文型小論文

6  統計資料を読み取って書く ・統計資料から読み取ったことを基に論点を整理する。

7  データ型小論文

4 作文・エッセイコンテストへの応募作品を書く ○ ○ ○

5 通信文を書く①暑中見舞いのはがきを書く

2 9 6 伝える・伝え合う ○ ○ ○

9 マイニュース記事を書いて発表する

7 自己ＰＲと面接 ○ ○ ○

効果的な自己PR

9 志望理由書を書く

10 自己推薦書や学修計画書を書く

面接にチャレンジ

グループディスカッションをしよう

10 8 ○ ○ ○

発想を広げて書く

テーマ型小論文

10 9 読書週間に合わせた本の紹介 ○ ○ ○

「推し本」を紹介する

11 10 新聞に投書する ○ ○ ○

新聞記事を読み、自分で新聞に投書する意見文を書く

11 エッセイを書く ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

13 小説を書く ○ ○ ○

12 14 ○ ○ ○

3 1 15 卒業作品 ○ ○ ○

自分史を書く

評価の方法 ・課題 ・小テスト ・提出物、レポート、発表など ・授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。

・課題文に対する自分の意見を明確にして小論文を書

く。

・⾧すぎる文を避け、わかりやすい文にする方法を学習

する。

・読点を適切に打ち、あいまいな文を避けることの大切

さを理解する。

・反論を想定して小論文を書くことの意味を理解する。

・文章の要旨をつかむための方法を理解する。

・志望先に提出する書類に求められていることを適切に

理解する。

・統計資料から読み取ったことを基に小論文を書く。

・自分の体験や考え方を書いて発表し、応募する。

・暑中見舞いの書き方を学び、実際に投函する。

・自分の興味や関心を効果的に他人に伝える工夫をし、

発表する。

・自分の特⾧を端的に表現し、印象に残る自己PRの原稿

を書く。
・事実やできごとをふまえて、効果的な自己PRをする。

・調べたこと、やりたいこと、自己PRの三つを結びつけ

て、説得力のある志望理由を書く。

・適切な言葉遣いや態度で面接の受け答えをする。

・質問に対して具体的で説得力のある答え方で答える。

・積極的に話し合いに参加し、話し合いに貢献する。

・ほかの人の話をよく聞き、その趣旨や価値を理解して

いる。

・発想を広げるための方法を理解する。

・テーマをもとに発想を広げて小論文を書く。

・自分のお気に入りの本の魅力を聞き手を意識して話

す。

・社会の出来事に対する自分の意見を書き、投稿する。

・自分のこれまでの人生を振り返ってまとめ、発表す

る。

・読者を意識し、ほかのエッセイを参考にしながら、構

成、文体、表現などを意識してエッセイを書く。

通信文を書く②お礼状を書く
・手紙の形式を学び、お世話になった方へお礼状を書い

て感謝の気持ちを伝える。
・創造と構想に工夫を加えて、オリジナルの創作作品を

作る。

通信文を書く③年賀状を書く
・年賀状に使われる賀詞の意味や形式を学び、自分らし

い年賀状を書く。


